
 

 

 

(1) 求人・求職者数 

令和４年度の最上地域の有効求人数（月平均）は1,267人で、前年度比＋1.0％となった。また、有効求

職者数（月平均）は1,010人で、前年度比－11.1％となった。このため、令和４年度の平均の有効求人倍

率は1.25倍と、前年度より0.15ポイント増加している。 

【求人・求職者数の推移（月平均）】                           （単位：人） 

 月間有効求人数 月間有効求職者数 有効求人倍率 

（倍） 

新規求人数 

平成 30 年度 
最 上 地 域 1,405 1,075 1.31 519 

山 形 県 28,023 17,088 1.64 10,219 

令和元年度 
最 上 地 域 1,318 1,127 1.17 494 

山 形 県 25,822 17,587 1.47 9,411 

令和 2年度 
最 上 地 域 1,220 1,161 1.05 460 

山 形 県 19,965 18,039 1.11 7,406 

令和 3年度 
最 上 地 域 1,255 1,136 1.10 465 

山 形 県 23,119 17,165 1.35 8,515 

令和 4年度 
最 上 地 域 1,267 1,010 1.25 460 

山 形 県 25,929 16,538 1.57 9,324 

注 ：新規学卒を除きパートを含む全数  

資料：山形労働局、新庄公共職業安定所 

 

(2) 離職者数 

令和４年度の最上地域の離職者の状況は、前年度と比較して離職者数、事業主都合による離職者の割合

ともに減少した。 

【離職者数の推移（月平均）】                             （単位：人) 

 離職者数（A） うち事業主都合（B） （B）/（A）×100（%） 

平成 30 年度 
最 上 地 域 1,722 542 31.5 

山 形 県 28,553 7,017 24.6 

令和元年度 
最 上 地 域 1,972 656 33.3 

山 形 県 29,204 7,986 27.3 

令和 2年度 
最 上 地 域 1,896 678 35.8 

山 形 県 28,202 8,594 30.5 

令和 3年度 
最 上 地 域 1,738 611 35.2 

山 形 県 26,537 7,141 26.9 

令和 4年度 
最 上 地 域 1,750 563 32.2 

山 形 県 26,077 6,137 23.5 

注 ：新規求職者数（パートタイムを含む常用）のうち離職によるもの 

資料：山形労働局 

  

３．雇用・労働 
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(3) 新規高校卒業者の就職状況 

令和４年度の最上地域における新規高校卒業者の就職希望者の県内就職率（男女計）は73.4％で、前年

度より11.6ポイント減少している。男性は前年度より16.1ポイント減少、女性は前年度より2.9ポイント

減少した。 

【新規高校卒業者の就職率の推移】                            単位：（％) 

 県内 県外 

計 男性 女性 計 男性 女性 

平成 30 年度 
最 上 地 域 73.5 77.3 67.8 26.5 22.7 32.2 

山 形 県 79.2 78.6 80.1 20.8 21.4 19.9 

令和元年度 
最 上 地 域 71.3 70.9 72.0 28.7 29.1 28.0 

山 形 県 76.4 75.9 77.2 23.6 24.1 22.8 

令和 2年度 
最 上 地 域 82.2 84.9 78.0 17.8 15.1 22.0 

山 形 県 81.2 79.7 83.5 18.8 20.3 16.5 

令和 3年度 
最 上 地 域 85.0 89.2 76.9 15.0 10.8 23.1 

山 形 県 83.1 82.1 84.4 16.9 17.9 15.6 

令和 4年度 
最 上 地 域 73.4 73.1 74.0 26.6 26.9 26.0 

山 形 県 81.4 80.8 82.4 18.6 19.2 17.6 

資料：山形労働局 

 
【新規高校卒業者の県内就職率の推移】 

 
資料：山形労働局 
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